
別添

辮(該当箇所を記入)
ie.場Xj.;.*.畢$>:@?準場$fnl.ius it j. 7i;*@'@

＼t岩場 -2肩@r

6

& T

:'~清川域

'-~,'< 1-;HT;

・防波:1
1.

l単1. j94h ,.,.

2i!j

1.

1:
:42:

姜殖施幽
I -j,

.,.=,. j.

G

C j*i ,

自船の$置及*定しt航路cj)航*iびi:=避険線に基づいた航行の確認方法
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l氏名又は名称l
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別表7 出航申if=基卓
iぴ帰航基準_..

 l;_

出航中止 出航め可否の判断は、以下の方法【iより6;、*-L (該当に〇)

(⑪)単独の判断 ()団体による判断

出航地や案内する漁場、出航地か白案_

内する漁場までの間において、以下のい

ずれかの状況となっている場合、出航を

中止します。

・樽上警報(風、霧等)、波浪警報、津

波警報・注意報の発令中

出航地の波高

出航地の視糧、
出航地のjl ..... ,...._ _.,_.

南以上

m未満
讐落雷のおそれがあるとき

・事業者、船長文は業務主任者のうち、
いずれか1名でも危険と判断したとき

.C.

由&@i6の判断は、以下のとお?

①出航中止を判断する団体名:

②上記団体の代表者、連絡先

代表者
連絡驚

③団体の構成員の氏名又は名称及
び登録番号
別紙 1のとおり |

④出航中止の判断の方法
別紙2のとおり

帰航基準 案内する漁*において、以-riのいずれかの状況iz=至った場合i帰航するこ>=

と_します。

・海上警報.(風、銀等).、波浪瞥維cb興e
・利用者iz急病入=_z_*や0//A'が出たときi;.:'>

.MP t p':z ,

漁場における波問

漁場における風速
j騰場における視欄

m以上
m以上
m未満_》l

・落雷のおそれがあるとき

・上記の他、利用者の安全の確保が困簾になる}==Mきれるとき

・その他( ) j l :

-12-
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別表8 気象又は海象等の状況が悪化した場合の対処{,! ~tl<j:＼.~:;

気象又は海象等O..
状況が悪化した場
合の避難する場所

出航した港等に帰航できない場合d:以下の場所に避難をし
ます,i,'@

案内する漁場の位量 j遭難する港

17上記の他、l帰航を判断した場所から最も近く安全に灘難できる

虚所に避難じます。

|゛ f = I .瀬後し. . < * ; , *、防波堤* C )ー "』一の業務を行う場合. '

磯等と遊泳*とのl

間め連絡方法
LM$J,i:

!(該当l;!=.
d>~'j-'

}携帯電姑
1:9' *~~~>-."衛星竜話

( ; } ' >利用者に渡した発
煙筒~ _ . .】 . . 2 . ! . ' iー

. ' '

そのm, 't..< )

禰等に遊漁船め披]

客定員を超えて利

形態の場合にあっ

ては:繁急的に利用

煮を収容し帰航さ
せるガ法

津波警報、注意報が
発+されwl場合b!

r

, rwrcwjI-

:※連絡手段め通信設備にoいてはh~船舶の種類や航行区域姉に応t=.て国土文通省が定める

'〈妻仲に連合するもの o
:※気象又は海象等が悪化した場合は;必要な槽量&とった上で、速やかkg絡責任者に速

? ー 絡 する c o  b j E :  - : , . . . c . ~  ' v + . 'j'&T 1,

hl＼
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別表9.:i :$:&228@r@!<Z>&$&:;6'*
~~. "1:g.+..＼..., ...- .. ,. .

._;;.:~3!% -4- J' '14

V連絡手@i :(*-~9@&.
' J < , 1 : l . , k .  1 r i ＼ %  < . j > .  e ' v '  b j  / v p @ ,

一1電話

連6手段
' ~ ' ~ ' ~ ' ~  ~ ' ~ ' ~

~ ' ' ' ~ > ] 電 話 ー

遊漁船

:1

海上保安機関!(T。1:1 1 8 )

層察機関(fel:・1lo)

AG穂*}i[TelI: 119)

A

(e-mail 
, : k' >

:利用者の自:=6

。11、.i最寄りの医療機
関!..!===丁"~"~~=~‾ー

"ー‾゛

都道府県担当a*
】1)

(e-mail ;

l興務主任者の連絡手段(携帯電話がある場合)

業務主任者の氏名 電話番号
メールアドレス

@r@ 1.＼ 船長の氏名 電話番号
, ( 『 ! ールアド : L / ス

※遍 の連絡半&( )業務翔架線、
(該当lzp.).

※連絡責任者:営業中は陸上に＼(、て洋上の船長及び業務主任者<l=常に連絡が取れ<)者。

※連絡責任者の電話番号について、携帯電話があれば優先し否記載する。

※連絡手段の通信設備は、船b種類や航行区域等に応じて国土交通省が定める要件l:.適合

するもの。

-14 -.
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別表10 情報i収集@-ぺき事:1
%

: ( l )利 R者の #全の確保
価一ヨこ必要な情報

出航遜における波威・風速j視糧j

出航中止を判断する団体めl出航判断等に関する情報

＼:1'.

嫉船する利用者数 " ;

(12歳朱満の小児が含まれる場合は、その人数)

法に基づく協幽会i土おいで協議が調った事項や海面利用協
議会姉で定められた事項など、地域ばおける安全確保に関す
る情報'1.

i:( ., il
l:.

F る情報判"栽

＼jw.~.> 11 <z>.*.*izb

報

RI

＼'

I*16lifli利用者1i土周知すg>必要がある「案内すz;i
場l;おける永産動植物め採捕ば関する制限又は禁止及び漁
場の使用lこ関する制限の内容」l;っいて之当該漁場を管轄し

ていjる都道府県知事が提供している情報

k場利用協定や漁場慣行等にdいて.=i案内する漁場を管轄す

る都道府剛こ設置さh"Cいる歯吉利用協議会が提供してい

る情報

幽こ董dく血面会i土おいて他面蔀調ろた事項や地面利用協
議会等で定められた事項など、地域における漁場の安定利用
に関する情報

・ニ゛15
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別表11安全の確保めた
め周知すAき内容及び

方波L6

周知の方法
〈該当にO)

( )遊漁船に周知内容を掲示する9
(d)遊漁船め乗船前に書面i配布、』回寛す!>。

(.)営業所のモニター又ぱタブレッド端末等の電子機器で視聴し

てもらう(ウ主ブサイトに周知事項をまとめた動画等の視聴

等を含む )  ' 。 、

}jl知する内将

,i.H,

o二蔽的事項
・出航から帰航する:まで伺間、船長友び業務圭任者の指示に

・遊漁船の航行中はむやみに去ち歩かないこと

・航行中i''波の影響により船体が動揺することがあるときは、動&

が比較的小さい船体中央より後方の部分に乗船すること

・天候急変時の帰航決定について船長の指示に従うこと
;救命胴衣等d救命設備b保管場所及び使用方法

・落氷者の船上への引揚げを補助するはしご等の保醤論所及び使用

方法

I、蕪水者開発生象非常時の場合に科ける他の利肖者への救助協ヵ

:勇船中は船室内に1/>.6場合を除き<i$命胴衣(船に備え付けられ

院:、・又は持ち込まれた、船の模萌や航行区域に応じて国土交通省が

2める要件izl@;tるY;2)"を着用すること

:瀬渡し中及び磯等めj=ii2iii~、てji国土交通省が!める要
件と同等

ロ

以上の性能を有する救命胴衣を着用すること

・磯等で緊急事態都半年した場合に都ける遊漁船との連絡方法
・Iその他

漁場において口頭でー

説明する。

Q 一 般 的事
項 ' ＼ J i *

゛

・案内する漁場において注意すべき事項

(自由記載(必須) @!＼73余、4Ii3; ,...、-L.;!-&l,.*W*

・その他(

○瀬渡しの場合
・磯等からの帰航時間
・磯等で天候が急変L.た場合における避難場所

・安全管理の手法(定期巡回、携帯電話等での連絡)

・船から磯、磯から船に渡る際に注意す/;<.き事項

(自由記載(必頼)
・その他(

゛)

-16 ;.



作成日...l:>';;b4/j6/q~:: l変吏白

jコ氏名又は名称 L一宋厭

別表iz ii-a-'る*報(株式例)
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別表13法第1 6条に基づく周知の内容及び方法等

周知のガ法
(該当にO)

( )遊漁船に周知内容を掲示する。

{O)遊漁船の乗船前に害吉で配布、回覧をする。

()営業所のモニター又はタブレット端末などで視聴して&らう(ウ

ェブ+イトに周知事項をまとめた動画等の視聴等を含む)。

l却するn@ 案[jgする漁場における、以下の関係法令等に基づく水産動植物の採捕
は期する制限又は禁止及び漁場の使用に関する制限の内容(漁具及び漁

法の制限、水産動植物の大きさo制限、採捕禁止とな"-i=>ている水産動植

物の種類等) を周知します。
①永産資源保護法に基づく爆発物、有 毒物の使用禁止

②1漁業法及び水産資源保護法に基づく省令(瀬戸内海漁業取締規則

.③都道府県漁業調整規則
④海区又は連合海区漁業調整委員会の樽示

⑤広域漁業調整委員会の指示

⑥事業者が所属する団体が当本会i=,なっている漁場利用協定〈沿棒

漁場整備開発法に基づき届出されだもの)

⑦事業者が所属する漁業協同組合が定aた資源管理規程(水産業協

同組合法に基づき認定を受けたもC/=);i)

⑧ 法に基づく協議会において協議が調った事項
9 その他都逍府県が提供Uている情報

主記の関係法令等に基づき、ある警、は国や地方公共団体による採捕量

調査への報告が求められている水産動植物を利用者が採捕じた場合には

、採捕量調査への協力をするよう周知します占

利用者保護の
ために業務主

任者が遵守す
弓き事項

・都道府県漁業調整規則又は海区、連合海区若しくは広域漁業調整委員

会の指示によって定められた水産動植物の採捕禁止区域 (利用者!こ採

捕させる水産動植物に係るものに限る。)に案内しません。

・周知した大きさの制限以下の水産動植物が相当程度採捕された場合は

・周知した採捕禁止となって1/、る水血動植物Z)gi相当程度挟捕された場合
、漁場の位置を変更します。

は、漁場の位置を変更します。

・その他(
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